
船舶事故調査報告書 

令和２年６月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（かき
．．

筏
いかだ

） 

発生日時 令和元年１０月２０日 １８時４５分ごろ 

発生場所 広島県江田島市大黒
おおぐろ

神
かみ

島北方沖 

 畑
はた

港西防波堤灯台から真方位１９７°１.３海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°１０.８′ 東経１３２°２４.１′） 

事故の概要 プレジャーボート幸
こう

栄
えい

丸は、東進中、かき
．．

筏に衝突した。 

事故調査の経過 令和元年１１月２０日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 幸栄丸、２.３トン 

 ２７０－４６３７５広島、有限会社幸栄 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 船底キール部外板に擦過傷、プロペラ軸に曲損 

かき
．．

筏 竹材に折損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

日没時刻：１７時３１分ごろ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、知人２人を乗せ、船長が、江田島

市能美島南西方の街明かり（以下「本件街明かり」という。）を帰港

する方向と思い込み、大黒神島を右舷方に見て、約１６ノットの対地

速力で、手動操舵により東進中、かき
．．

養殖施設南側のかき
．．

筏（以下

「本件かき筏」という。）に衝突した。  

 船長は、本事故海域での航行経験が数え切れないほどあり、レーダ

ーを０.２５Ｍレンジとし、ＧＰＳプロッターを見ないまま航行を続

けていた。 

分析  本船は、かき
．．

筏が多数設置された海域を東進中、船長が、慣れた海

域であり、本件街明かりのみを頼りに航行したことから、本件かき筏

に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、かき
．．

筏が多数設置された海域を東進中、

船長が、慣れた海域であり、本件街明かりのみを頼りに航行したた

め、本件かき筏に衝突したものと考えられる。 

再発防止策 

 

 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、夜間航行する際、慣れた海域であってもＧＰＳプロッタ

ー等の航海計器を適切な範囲で表示させ、船位を確認すること。 

 


